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研究成果の概要（和文）：本研究では，現職教員が教材研究を通して，理科内容についてより確

かな知識を獲得し理解することを支援するための研修教材の開発，および研修プログラムの構

築を目的とした。研修教材には身近な事物・現象を用い，幅広い分野で扱える素材を提供する

ことで，より独創的な教材を開発することができた。研修プログラムはアクションリサーチ型

とし，個々の教員のニーズに合致した素材を提示，教材研究から授業実践まで支援することで

教員のモチベーションは維持され，新たな教材研究へ取り組む意欲が向上するなど，高い成果

を上げることができた。 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is development of the training materials 
and programs for supporting an in-service teacher to improve teacher's scientific literacy 
through the research of teaching-materials.  Familiar nature things and a phenomenon 
were used as the teacher training-materials.  Offering the materials used in the broad 
field, developed into the original teaching materials for the programs.  The training 
programs were as the action research type.  A teacher's motivation was maintained with 
giving the material corresponding to each teacher's needs, and supporting from researches 
of teaching-materials to the lesson practice.  The teacher's volition for a new research of 
teaching-materials was improved. 
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2010 年度 1,300,000 390,000 1,690,000 

2011 年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

2012 年度 900,000 270,000 1,170,000 
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総 計 3,300,000 990,000 4,290,000 
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１．研究開始当初の背景 
 平成 20 年に告示された小学校および中学
校の学習指導要領では，理科における様々な
課題が設定され，教育の現場にはそれらへの

対応が求められている。その一方で，教師の
理科嫌いや理科離れが進行している現状が
あり（小田部 2006），また，教育職員免許法
の改正に伴う，教員養成段階における理科内
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容に関する科目の修得単位数の減少により，
理科内容に対する理解が不十分な教員も存
在している。 
 このような現状において，各種研修など現
職教員に対する様々な支援が実施され，一定
の成果を上げているものの，教員の負担増加
や，研修内容を実際の授業に生かせないこと
が問題となっている（小田部 2009，馬原 
2009）。これは，多くの研修プログラムが教
員を集めて行うものであり，個々人のニーズ
や事情に対応できないことが一因である。ま
た，学校周辺の地域や日常生活の中には教材
化に適した素材を見出すことができるもの
の（竹下ほか 2009，石原ほか 2008 など），
教員自身の知識や体験の不足から，研修内容
を応用し，それらを教材として十分活用する
ことができなくなっている。したがって，現
在の教員に求められているのは，身近な事
物・現象を具体的な教材として活用する能力
であり，教材研究を通じて理科内容のより高
度な理解を促し，教員の資質を向上させるこ
とが最重要課題であると捉えた。 
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２．研究の目的 
 子どもたちの「理科離れ」に対する様々な
方策は十分な成果が上がらないまま，現在で
は「教員の理科 離れ」という事態も発生し
ている。先の指導要領の改訂により導入され
た新たな学習内容に対して，指導上の不安を
感じる教員に対する支援は急務の課題であ
る。そこで本研究では，現職教員の理科教材
開発を支援することでその能力を育成し，教
材研究を通じて理科内容の十分な理解を助
けられるよう，研修教材を開発し，研修プロ
グラムを構築することを目的とした。研修教
材は，現場教員が探究的に取り組み，現場教
員自身の科学に対する興味や関心を引き出
せるような素材を事前に探査し，個々の教員
の実状に合致したものを提示，教材研究から
授業実践まで指導・助言を行い支援するアク

ションリサーチ型の研修プログラムを構築
することとした。 
 本研究で考案された研修教材および研修
プログラムは実践例とともにデータベース
に蓄積することで，協力教員以外の多くの現
職教員にも重要な示唆を与え，各々の理科教
材開発を間接的に支援できるものを目指し
た。さらに，研修を修了した教員が研究会等
で研修内容を紹介するなど，他の教員への波
及効果も視野に入れた。 
 
３．研究の方法 
 本研究は，次の項目に沿って行った。 
①実態調査：教員の現状やニーズを調査した。
②素材の発掘：教員が実践する教材開発に適
した素材を発掘した。 
③教材内容の検討：調査結果を基盤として，
研修教材の内容および教材開発をする上で
必要とされる知識や技能の抽出を行った。 
④研修プログラムの策定：研究協力教員と協
議の上，研修プログラムの計画を決定した。
⑤研修の試行的実践：計画に沿って研究協力
教員の教材研究を支援し研修を試行した。 
⑥研修プログラムの改善：試行的実践により
抽出された改善点を是正し，完成度を高めた
研修プログラムを実施した。 
⑦研修プログラムの評価：実施したプログラ
ムを評価し，その効果を検証した。 
⑧成果の公開：本研究で開発された研修教材
および研修プログラムを各種学術論文や学
会等にて公開した。 
 研究は年度ごとに，2010 年度は①②③を，
2011 年度は④⑤⑥，2012 年度は⑥⑦⑧を主
として行った。 

 図 1. 研究全体の流れ. 
 
４．研究成果 
 2010 年度においては，実態調査，素材の発
掘および教材内容の検討を行った。現職の理
科教員に対して，教材開発や教材研究の意義
やその有効性，必要なサポート体制かなどに
ついて，アンケートやインタビューによる調
査を行った。その結果，ほとんどの理科教員
は，教材開発や教材研究に対して児童・生徒
の興味関心を高めるのに有効であると考え
る一方，教材開発によって自身の資質を高め
られるとは考えていないことが分かった。ま
た，予算的なサポートを望む声が多かった。
素材の発掘および教材内容の検討では，分野
ごとに次のような検討を行った。物理分野で
は身近な物理現象として静電気を取り上げ，

教材・プログラムの開発



それを検出する装置の製作および実践を通
じて，教材開発の方向性を探った。化学分野
では，身近な化学物質や，化学物質のリサイ
クルに着目した教材内容の検討を行った。生
物分野では，骨と筋肉のつながりの教材開発
と試行的実践，相利共生の実験教材の開発，
DNA 分析の実験教材の開発と試行的実践を行
い，それらの研修プログラムとしての方向性
を探った。地学分野では，流水のはたらきを
題材とした地域教材の発掘と試行的実践を
行った。さらに，探究活動による理科的資質
の向上への効果を，大学生への実践を通じて
検証した。 
 2011 年度においては，物・化・生・地の各
領域の主担当者が，各々指導・助言にあたり，
研修プログラムの策定，試行的実践および改
善を行った。 
 物理領域では，高等学校において「探究活
動の方法と面白さ」「高速度カメラを用いた
探究活動の方法」「手回し発電機とニクロム
線カッターを用いた探究活動」「音速測定に
関する探究活動の方法」について実演指導を
行った。また，「静電気」「手回し発電機とニ
クロム線」を題材とした実験指導を行ったほ
か，「宇宙からの放射線を実感する教材」の
紹介も行った。 
 化学分野では，高等学校 1 年生 2 学期を，
探究活動をコアとした授業構成にする試み
を行った。2学期開始前に現場教員と 11 月の
探究学習の企画打ち合わせを行った。この企
画は，生徒が既習事項に基づいて探究活動を
行うものであり，したがってそれまでの授業
は，探究活動を目指した化学的知識や実験技
能の習得を基盤とした授業構成とした。探究
活動の課題は，その成果を次の単元で活用で
きるよう工夫した。授業実践を行う現場教員
への新たな支援策として，他校の教員との情
報交換の仕組みについても試行した。 
 生物領域では，「生物の多様性と共通性」
および「生物の相互作用」を題材として取り
上げ，教材研究ならびに実践指導を行った。
また，既存の実験手法を批判的に捉える題材
として「光合成」「植物ホルモン」を取り上
げ，試行的な教材研究を行ったほか，新学習
指導要領に対応した，生物の多様性と共通性
に関する最新の情報収集にも努めた。 
 地学分野では，小学校において「流れる水
のはたらき」の単元に関する教材研究および
実践指導を行った。特に教材については，地
域に根ざした素材を探索することを主眼と
し，学校近隣の河原の礫を取り上げた。また
授業実践では，水槽を用いたモデル実験を取
り入れるため，各種条件設定などの教材研究
を行った。 
 2012 年度においては，研修教材の開 発,
研修プログラムの評価,成果に関する情報の
共有を目指した。教材の開発については,現

場教員の関心の高かった新指導要領を意識
したものや,地域に根ざした素材を活用して
取り組んだ。例えば生物分野では眼球モデル
の開発や拡大装置の自作などである。また,
単元間や科目間,教科間を横断的に扱える内
容も考慮した。これらは探究活動をコアとし
た授業構成の基盤にもなった。現職教員と対
象とした研修プログラムも改善・実施した。  
これまで研修に参加した教員に対して,独自
の教材開発を促しつつ,開発された教材に関
連した授業実践の観察・評価を行った。その
結果,授業での明確なイメージを持って教材
開発に取り組んだ場合は,より効果的な授業
を構成できるだけでなく,内容に関する 理
解も深まることが確認された。また,一定の
成果を上げられたという経験により,本人の
教材研究に対するモチベーションが持続し
ていることも確認できた。蓄積された研修プ
ログラムは,教材そのものよりも教材研究の
アプローチなどのプロセスを重視したもの
とした。本研究の成果による個々の教材研究
については,各種学術雑誌や学会等で公表し
た。開発された研修教材の学校現場への情報
提供については,印刷媒体よりも電子媒体の
方が利便性が高いという現場教員からの意
見により,E メール等で提供を行うこととし
た。当初予定していた WEB ペー ジによる公
開については,担当者へ連絡可能なリンクを
設定することで対応することとした。 
 本研究で実践研究的に開発した職教員の
研修プログラムの内容は，教員自身が行う教
材研究を通じて教員の能力の育成を図ると
いう点で，非常に独創的である。また，指導
者である大学教員が自ら現場へ赴き，個々の
教員の希望や能力の現状に対応した素材を
提示し，教材研究から授業実践まで支援した。
これにより，よりきめ細かな指導・助言を行
うことが可能となり，研修を受ける教員のモ
チベーションは維持され，高い成果を上げる
ことができた。 
 本研究により考案された研修教材の素材
には，地域の自然や日常生活における科学的
な現象を取り上げたことにより，オリジナリ
ティの高いものとなった。また，教員自身が
教材研究に取り組むため，そのプロセスにお
いて教員自身の科学に対する興味や関心を
引き出すことができたと考える。さらに，教
材を狭い領域に留めることなく，領域間さら
には科目間で横断的に扱ったことにより，よ
り独創的な教材となり，教員の思考を刺激す
ることが可能となったと言える。 
 本研究で考案された研修教材や開発され
た研修プログラムは，データベースに蓄積さ
れ，実践例として提供する予定である。 
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